
「広報のと」6 月号の印刷費は一部当たり 24 円です。
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し
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水
無
月
は
　

陰
暦
六
月
の
異
称

陰
暦
の
六
月
は
だ
い
た
い

七
月
上
旬
か
ら
八
月
上
旬
に

か
け
て
の
時
期
に
あ
た
る

梅
雨
が
あ
け
て
日
照
り
が
つ
づ
き

水
の
乏
し
い
こ
ろ
で
あ
る

遠
島
山
公
園
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー
」
物
語
の
第

一
ペ
ー
ジ
目
に
ロ
ン
ド
ン
の
美
術
大
学
の
同
級
生
が

二
人
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

能
登
町
が
私
の
ふ
る
さ
と
に
な
っ
て
か
ら
丸
三
年
。

「
能
登
で
国
際
的
な
展
覧
会
を
し
た
い
」
夢
が
実
現

し
ま
し
た
。
私
自
身
が
半
島
暮
ら
し
の
中
で
感
動
し

た
風
景
や
食
文
化
を
同
じ
よ
う
に
感
じ
、
受
け
止
め

て
く
れ
た
こ
と
が
一
番
の
喜
び
で
し
た
。

今
年
の
二
月
、
イ
ギ
リ
ス
リ
バ
プ
ー
ル
で
の
展
覧
会

に
次
い
で
、
六
月
末
に
は
サ
フ
ォ
ー
ク
地
方
の
小
さ

な
港
町
で
個
展
を
開
き
ま
す
。

展
覧
会
の
タ
イ
ト
ル
は
「
Ｎ
の
　
と
Ｏ
Ｔ
Ｏ　

Ｎ
の
ー
と
Ｏ
Ｔ
Ｅ
」。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
い
る
と
「
あ
な
た
の
作
品
は
ど
こ
か

ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
い
ま
す
か
？
」
と

常
に
聞
か
れ
ま
す
。
私
の
答
え
は
三
年
前
か
ら
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

「
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
か
ら
で
す
」

能
登
の
空
の
色
、
風
の
色
、
海
の
色
、
山
の
色
、
田

畑
の
色
―
。
そ
し
て
何
よ
り
こ
の
地
で
生
き
て
い
る

人
た
ち
―
。
能
登
と
イ
ギ
リ
ス
。
往
復
す
る
生
活
が

私
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
作
品
づ
く
り
に
刺
激
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。

ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
で
は
な
く「
能ノ

ト登
シ
ッ
ク
」に
か
か
っ

た
こ
ろ
に
、
ま
た
帰
っ
て
き
ま
す
。

文
音

能
登
に
恋
し
た

抒
情
書
家

室む
ろ
や谷

一い
っ
し
ゅ
う

柊
・
朱し
ゅ
き
ん琴

・
文あ
や
ね音

が
描
く
能
登
の
12
カ
月

～
水み

な

づ

き

無
月
～

室谷一柊・朱琴・文音
平成 18 年、京都府美山町から能登町
大箱に移住した抒情書家。イギリスと
能登町を往復して活動する文音さんは
5 月 25 日、二人目となる「能登町ふ
るさと大使」に任命された。任命式で
は「能登を古里に思う気持ちは誰にも
負けません」と意気込みを語った。

　

奥
能
登
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抒
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書
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あ
り
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リ
エ

　
　
　

を

　

五ご
ゆ
う
じ
ゅ
く

友
宿

　

と
い
う

遠島山公園しらさぎ橋が約１年 6 カ月ぶりに一般開放

再
び
歩
く
能
登
の
原
風
景
。
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